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ハ
イ
キ

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
Ｈ
月
１
日

（水
）
、
自
治

会
主
催
の
歩
け
歩
け
ハ
イ
キ
ン
グ
が
開
催
。　
一

般
参
加
者
は
２２
人
。
目
的
地
は
新
磯
ザ

ル
菊

。

勝
坂
遺
跡
公
園
。

参
加
者
は
自
治
会
館
前
に
午
前

８
時
１５
分
集

合
。
受
付
で
参
加
会
費

２
百
円
払
い
、
菓
子
を

受
け
取
り
、
準
備
運
動
後
８
時
３０
分
頃
に
出
発
。

コ
ー
ス
は
自
治
会
館
前
↓
国
立
相
模
原
病
院

↓
相
模
台
公
園
↓
峰
山
霊
園
↓
新
磯
ざ

る
菊
↓

勝
坂
遺
跡
公
園
で
す
。
そ
の
距
離
は
約

６
ｋｍ
。

相
模
台
公
園
と
峰
山
霊
園
で
休
憩
。
新
磯
ざ
る

菊
は
広
さ
約
７
５
０
坪
。
黄
色
、
自
、
朱
色
な

ど

の
お
お
よ
そ
１３
百
株
あ
り
ま
す
。

１０
日
後
、

満
開
に
な
る
予
定
で

「
１５
周
年
」
の
絵
文
字
を

造
る
こ
と
に
。
勝
坂
遺
跡
公
園
の
見
ど

こ
ろ
は

約
４７
百
年
前
の
笹
葺
と
土
葺
の
２
つ
の
小
さ
な

竪
穴
住
居
で
し
た
。
当
時
の
住
民
の
寿
命
は
短

か

っ
た
の
で
自
然
と
核
家
族
に
な
る
と
の
こ
と
。

南
斜
面
で
木
の
実
が
豊
富
か
つ
近
く
に
鳩
川
が

あ
り
水
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ

の
効
用
は

一
般
に
①
心
臓
強
化

②
身
体

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
持
久
力
向
上
③
ス

ト
レ
ス
軽
減
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者

の
Ａ
さ
ん

（男
性

。
８４
歳
）
は

「
１

週
間
で
５
万
歩
を
目
標
に
深
堀
川
周
辺
の
傾
斜

地
で
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。
歩
く
の
が
楽
し
み

で
参
加
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
彼
は
復
路
も
徒
歩
で
し
た
。

参
加
者
は
１２
時
頃
目
的
地
に
到
着
し
、
弁
当
、

お
茶
を
い
た
だ
き
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
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令和 5年 11月 29日 東りんかん ふれあいだより (2)

自
治
会
主
催
の
秋
季
防
災
訓
練
が
快
晴

の
１０
月
２８
日

（土
）
、
自
治
会
館
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
で
は
今
年
度
か
ら

防
災
訓
練
を
年
１
回
か
ら

２
回

へ
増
や

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
防
災
訓
練
の

名
称
が
従
来
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
放
水
訓

練

。
車
椅
子
避
難
訓
練
か
ら
春
季
防
災
訓

練
、
秋
季
防
災
訓
練

へ
変
更
。

参
加
者
は
消
防
関
係
者

７
人
、
自
治
会

役
員
１５
人
。
通
学
圏
で
あ
る
く
ぬ
ぎ
台
小

学
校
は
運
動
会
。
そ
の
影
響
も
あ

っ
て

一

般
参
加
者
は
担
当
役
員
の
戸
別
訪
間
に
よ

る
呼
び
か
け
に
も
拘
ら
ず
１４
名
で
し
た
。

防
災
訓
練
の
内
容
は
春
季
防
災
訓
練
と

同
じ
①
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
放
水
訓
練
②
車

椅
子
搬
送
訓
練
で
し
た
。

・
放
水
訓
練

放
水
訓
練
で
は
、
ま
ず
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
設
置
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
は
直
径
５０
皿
か
ら
変

換
媒
体
を
用
い
地
域
住
民
が
使
え
る
直
径

４０

ｍｍ
へ
変
換
す
る
パ
イ
プ

の
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
１
本
２０
ｍ
の
ホ
ー
ス
を
繋
ぎ
放
水
。

ホ
ー
ス
は
４
本
あ
る
の
で
８０
ｍ
ま
で
延
長

で
き
ま
す
。
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
と
ホ
ー
ス

は
防
災
倉
庫
に
格
納

（
６
面
参
照
）。

説
明
の
後
、
近
く
の
路
上
の

「消
火
栓
」

マ
ン
ホ
ー
ル
を
開
け
、
ス
タ
ン
ド
バ
イ
プ

を
設
置
。
自
治
会
館
横
の
ス
ロ
ー
プ
で

一

般
参
加
者
全
員
が
ひ
と
り
ず

つ
標
的
の

コ
ー
ン
を
め
が
け
放
水
訓
練
し
ま
し
た
。

（上
段
写
真
）
参
加
者
の
中
に
は
放
水
時

の
水
圧
に
驚
く
人
も
い
ま
し
た
。

。
車
椅
子
訓
練

車
椅
子
訓
練
で
も
、
ま
ず
車
椅
子
操
作

（ブ
レ
ー
キ
、
傾
斜
時
足
踏
み
ペ
タ
ル
な

ど
）
の
簡
単
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
防
災
倉
庫
な
ど
に
あ
る
１０
台
の
車
椅

子
を
用
い
２
人
１
組
で
訓
練
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
自
治
会
館
↓
オ
ベ
ー
ル
東
林

間
レ
ジ
デ

ン
ス

（乗
車
者
交
代
）
↓
南
大

野
立
体
交
差
側
道

（Ｕ
タ
ー
ン
）
↓
松
蔭

公
園
で
し
た
。
こ
の
側
道
を
下
る
と
き
操

作
者
は
乗
車
者

へ

「傾
斜
で
す
」
と
伝
え
、

注
意
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

松
蔭
公
園
入
口
に
は
段
差
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
無
視
し
直
進
す
る
と
乗
車
者

に
衝
撃
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
操
作
者
は
車
椅
子
を
後
ろ
向
き
に
変
え

バ
ッ
ク
し
段
差
を
ゆ

っ
く
り
乗
り
越
え
ま

し
た
。
（写
真
）

。
請
　
評

消
防
士
か
ら
の
講
評
の
第
１
に
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
に
よ
る
放
水
は
通
常
災
害
の
時

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
東
林
分
署
、
上
鶴

間
分
署
、
南
分
署
、
本
署
が
近
く
に
あ
る

か
ら
で
す
。
大
地
震
時
の
道
路
寸
断
な
ど

で
消
防
車
が
身
動
き
で
き
な
い
と
き
必
要

で
す
。
第
２
に
防
災
備
蓄
品
の
準
備
は
防

災
に
関
心
を
持

っ
て
初
め
て
進
み
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
食
料

・
水
の
確
保
を
と
。

第

１
の

「放
水
」
の
必
要
性

の
有
無

に
つ
い
て
消
防
署
の
使
命
は
理
解
で
き
て

も
、
そ
う
言
い
切
れ
る
の
か
。
そ
う
だ
と

し
て
も
大
地
震
の
時
は
断
水
で
放
水
で
き

ま
せ
ん
。
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
導
入
や
こ
の

訓
練
の
意
味
が
問
わ
れ
ま
す
。

一
般
参
加
者
は
松
蔭
公
園
で
お
茶
と
防

災
グ
ッ
ズ

（簡
易
ト
イ
レ
）
な
ど
を
い
た

だ
き
現
地
解
散
し
ま
し
た
。

東
林
間
消
防
団
は
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
約
７０
年
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
消

防
団
が
ピ
ン
チ
。
定
員
１２
名
で
す
が
現
在

は
１０
名
。
欠
員
で
団
員
の
負
担
が
重
く

な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、　
一
緒
に
自
分

達
の
街
を
守

っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

東
林
間
消
防
団
の
主
な
活
動
は
①
火
災

発
生
時
の
消
火
活
動
②
自
治
会
な
ど
の
防

災
訓
練

の
補
助
③
月
に
２
回
の
点
検
整

備
及
び
取
扱
い
訓
練
な
ど
で
す
。

年
に

１
度
の
旅
行
や
整
備
終
了
後
の

懇
親
会
な
ど
楽
し
い
企
画
を
用
意
。
ま
た

消
防
団
に
は
①
階
級
や
役
割
に
応
じ
た
年

額

。
月
額
報
酬
②
災
害
出
動
や
訓
練
な
ど

の
活
動
に
応
じ
た
出
勤
報
酬
③
退
職
時
に

在
籍
年
数
な
ど
に
応
じ
た
退
職
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
相
模
原
市
消

防
総
務
課
０
４
２
１
７
５
１
１
９
１
１
６

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
林
問
消
防
団
部
長
　
福
嶋
　
栄
斉

南大野立体交差側道

標的めがけ放水開始 !

段差が怖い

頑張っています
地域消防団

消
防
□

回
員
の
募
集
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東

林

地

区

東
林
地
区
防
災
訓
練
が
肌
寒
く
曇
天
の

Ｈ
月
１２
日

（日
）
、
地
区
内
小
中
学
校
避

難
所
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

は
震
度
６
強
を
想
定
し
、
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
と
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

た
め
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
は
①
発
災
後

身
を
守
る
自
助
訓
練
②
近
所
の
安
否
確
認

訓
練
③
自
宅
か
ら

一
時
避
難
集
合
場
所
、

避
難
所

へ
の
避
難
訓
練
④
各
避
難
所
の
独

自
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

上
鶴
間
中
学
校
避
難
所

主
な
防
災
訓
練
は
①
安
全
点
検
訓
練
②

通
信
訓
練
③
貯
水
入
れ
替
え
訓
練
④
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
訓
練
⑤
車
椅
子
訓
練
⑥
炊

出
訓
練
で
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
訓

練
で
は
市
か
ら
配
給
さ
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

直
結
ト
イ
レ
を
組
み
立
て

。
設
置
し
ま
し

た
。
既
存
の
ト
イ
レ
、
簡
易
ト
イ
レ
そ
し

て
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
組
み
合
わ
せ
円

滑
な
ト
イ
レ
利
用
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

貯
水
入
れ
替
え
訓
練
で
は
全
員
参
加
で

１２
個
の
ポ
リ
タ
ン
ク
の
水
を
取
り
替
え
ま

し
た
。
水
は
花
壇
に
散
水
。
（上
段
写
真
）

受
付
訓
練
で
は
検
温
の
み
行
う
予
定
で

し
た
が
、
時
間
制
約
上
中
止
し
ま
し
た
。

受
付
訓
練
の
課
題
は
避
難
者
の
受
入
方
法

で
す
。
避
難
所
は
避
難
者
に

一
時
避
難
集

合
場
所
ご
と
に
整
列
し
て
も
ら
い
、
前
か

ら
順
に
本
当
に
困

っ
て
い
る
人

（住
宅
の

被
災
状
況
や
要
援
護
者
な
ど
）
を
確
認
し

受
入
れ
ま
す
。
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
の

具
体
化

（特
定
化
）
が
今
後
の
検
討
課
題

で
す
。

な
お
避
難
所
が
満
杯
で
受
入
れ
で
き
な

い
人
に
は
避
難
所
で
在
宅
避
難
登
録
後
、

飲
食
料
を
取
り
に
き
て
も
ら
い
ま
す
。

最
後
に
東
林
分
署
の
消
防
士
か
ら
今
回
の

防
災
訓
練
の
目
的
や
地
域
防
災
力
の
大
切

さ
に
関
す
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

東
林
小
学
校
避
難
所

東
林
小
学
校
避
難
所
は
、
い
つ
災
害

が
起
き
て
も
被
災
者
を
速
や
か
に
受
入

れ
で
き
る
よ
う
に
受
付
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
避
難
者
カ
ー
ド
の

記
入
訓
練
で
す
。

７
自
治
会
１
５
０
人

か
ら
３
～
４
人

の
方
に
名
前
、
住
所
な

ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
（下
段
右
写
真
）
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
新
し
く
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
避
難

所
内
の
居
住
区
画
用
テ
ン
ト
や
体
調
不

良
者
用
の
エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
を
参
加
者
に

み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
ぬ
ぎ
台
小
学
校
避
難
所

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
真
剣
に
防
災
訓
練

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
①
避

難
経
路
の
確
認
訓
練
②
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

に
よ
る
通
信
訓
練
③
仮
設
ト
イ
レ
の
組
立

訓
練
④
炊
出
訓
練
で
し
た
。
（左
写
真
）

経
験
し
て
お
け
ば
災
害
時
に
自
信
を

持

っ
て
行
動
で
き
そ
う
で
す
。

ダ轟マ1・

‐・

〓茫一鼈
一

積極的に訓練に参加しました

炊出訓練 お疲れさまでした

一一
笙
雛
辮
」

発災時 落ち着いて書けますよう

旅行カバンに
飲食料などを確保

東
林
間

４
丁
目
に
お
住
ま
い
の
Ｕ
さ

ん
は
会
社
退
職
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
、
現
在
ご
夫
婦
２
人
暮
ら
し
。

Ｕ
さ
ん
宅

の
主
な
防
災
対
策
は
飲
食

料
の
備
蓄
で
し
た
。
（写
真
）

Ｕ
さ
ん
は
非
常
持
出
袋
で
防
災
対
策
に

必
要
な
備
蓄
品
が
収
ま
ら
な
い
と
考
え
ま

し
た
。
使
わ
な
く
な

っ
た
キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
旅
行
カ
バ
ン
に
着
目
。
そ
こ
に
食
料
な

ど
を
収
納
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
五
日
御
飯
な
ど

の
ア
ル

フ
ァ
ー
化
米
の
調
理
品
、
魚
の
缶
詰
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水
が
。

そ
の
他
に
調
理
に
必
要
な
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
簡
易
ト
イ
レ
も
収
ま

っ
て

い
ま
し
た
。

イ
ザ
と
い
う
時
の
た
め
、
ま
と
め
て
お

く
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。

わ
之
蒙
鰊
一一一紅．

儡
災
儡
策
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諫
魃
蒻

dし
ニヽ

東
林
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

（東
林
ふ
る
さ

と
ま

つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
連
日
の

真
夏
日
か
ら

一
転
し
て
涼
し
く
な

っ
た
秋

晴
れ

の
９
月
２４
日

（日
）
、
東
林
小
学
校

で
開
催
。
こ
の
祭
り
は

〃
コ
ロ
ナ
〃

の
影

響
で
４
年
ぶ
り
の
復
活
で
し
た
。

午
前

９
時

３０
分
開
場
。
同

４５
分
か
ら

と
う
り
ん
鼓
笛
隊
、
鶴

の
台

フ
レ
ン
ド
鼓

笛
隊
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
演
奏
。

１０
時

か
ら
開
会
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
連
の
阿
波
踊
り
な
ど
の

屋
外
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
抽
選
会
が
予
定

通
り
実
施
。

（写
真
）

な
お
沿
道
パ
レ
ー
ド
、
例
年
賑
わ

っ
て

い
た
福
祉
バ
ザ
ー
、
公
民
館
内
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

甲
●
秋祭占

■
■
■
■

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

口
■
■
ヨ

藤
菫
署

建
一ロ

今
年
は
１５
の
模
擬
店
が
参
加
。
東
林
間

自
治
会
は
焼
き
そ
ば
の
他
ラ
ム
ネ
、
ビ
ー

ル
を
販
売
し
ま
し
た
。
自
治
会
で
は
午
前

８
時
か
ら
自
治
会
館
で
焼
き
そ
ば
に
使

う
キ
ャ
ベ
ツ
の
カ
ッ
ト
な
ど
を
下
ご
し
ら

え
。
そ
の
結
果
、
模
擬
店
で
の
焼
き
そ
ば

調
理
を
効
率
的
に
行
え
ま
し
た
。
他
の
飲

食
料
提
供
の
模
擬
店
で
は
早
々
と
売
り
切

れ
の
店
が
続
出
。
残

っ
た
模
擬
店
に
長
蛇

の
列
が
で
き
ま
し
た
。

印
象
深
い
点
を
紹
介
す
れ
ば
、
子
ど
も

工
作

・
遊
び
コ
ー
ナ
ー
が
賑
わ
い
、
け
ん

玉
、
こ
ま
回
し
、
吹
き
矢
な
ど
の
伝
統
的

な
遊
び
が
展
開
。
３
百
人
限
定
で
し
た
が

お
も
ち
ゃ
を
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
功
を
奏
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
消
防
車
乗
車
体
験
や
前
述
の
鼓

笛
隊
、
阿
波
踊
り
の
他
に
キ
ツ
ズ
ダ
ン
ス

な
ど
で
祭
り
を
盛
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

阿波踊 り 地元連のパ レー ド

ワッシ ョイ、 ワッショイ 子 ども神輿パ レー ド

東林間自治会の模擬店 長蛇の列

東
林
間
神
社
の
御
祭
稽
が
曇
天
の
９

月
９
日

（土
）
、
東
林
間
神
社
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
交
歓
会
で
は
東
林

間
お
囃
子
連
の
お
は
や
し
、
東
林
問
剣
道

部
の
剣
道
披
露
、
と
う
り
ん
鼓
笛
隊
の
勇

敢
な
曲
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
後
２
時
半
頃
か
ら
の
沿
道

パ
レ
ー
ド
で
は
、
神
主
さ
ん
、
と
う
り
ん

鼓
笛
隊
を
先
頭
に
東
少
連
傘
下
野
球
チ
ー

ム
に
よ
る
神
輿
担
ぎ
、
お
囃
子
連
の
山
車

が
続
き
、
御
祭
程
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

続
く
奉
納
演
芸
で
は
ダ
ン
ス
、
お
は
や

し
、
阿
波
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
夜
遅

く
ま
で
賑
い
ま
し
た
。

議
を
　
．
油
｝

東
林
間
商
店
街
振
興
組
合
主
催
、
東
林

間
自
治
会
共
催
の
秋
祭
り
が
Ｈ
月

３
日

（金
）
、
東
林
間
駅
前
公
園
で
開
催
。
こ
の

祭
り
は
令
和
元
年
ま
で
、
け
ん
ち
ん
祭
と

称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
止

を
は
さ
み
令
和
４
年
か
ら
秋
祭
り
へ
名
称

変
更
。
同
時
に
調
理
者
の
高
齢
化
な
ど
で

け
ん
ち
ん
汁
の
提
供
を
廃
止
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
午
前
Ｈ
時
か
ら
開
会

式
、
と
う
り
ん
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
幕
開
け
。

会
場
内
で
は
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
、
焼
き
鳥
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
綿
あ
め
な
ど
の
飲
食

品
提
供
の
出
店
。
そ
れ
に
加
え
、
く
じ
引

き
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
、
輪
投
げ
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
ス
テ
ー
ジ
で
石

黒
サ
ン
ペ
イ
曲
芸
師

。
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
芸

の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
楽
し
い
秋
祭
り

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

子ども達に人気の秋祭り
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自
治
会
主
催
の
２
回
目
の
除
草
作
業

が
曇
天
な
が
ら
蒸

し
暑

い

９
月
１６
日

（土
）
、
東
林
間
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
除
草
は
７
月
２３
日

（日
）

実
施
の
予
定
で
し
た
が
、
猛
暑
予
想
で
延

期
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
参
加
者
は
自

治
会
本
部
役
員
１４
人
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
４
人
の
合
計
１８
人
。

主
な
作
業
は
広
場
周
辺
の
植
垣
の
刈
り

込
み
、
除
草
、
袋
詰
め
、
搬
送
で
し
た
。

刈
り
込
み
作
業
で
は

３
台
の
電
動
バ

リ
カ
ン
が
伸
び
放
題
に
な

っ
て
い
た
植
垣

の
枝
を
効
率
的
に
刈
り
込
み
ま
し
た
。
関

連
し
て
上
鶴
間
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
前
の
庭

木
の
剪
定
作
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

初登場の枝粉砕機でフヨウの枝を粉砕

今
回
の
除
草
作
業
で
特
筆
さ
れ
る
こ
と

は
枝
粉
砕
機
の
登
場
。
（写
真
）
こ
れ
は

斉
藤
環
境
部
長
の
ご
自
宅
で
使
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
生
い
茂

っ
て
い
た
フ
ヨ
ウ

な
ど
の
枝
を
刈
り
払
い
、
そ
の
後
、
粉
砕

機
で
粉
砕
し
ま
し
た
。
フ
ヨ
ウ
は
多
く
の

花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
花
つ
き
枝

を
除
き
残
り
の
部
分
を
粉
砕
。
そ
の
枝
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
こ
と
で
枝
の
結
東

作
業
が
不
要
に
な
り
、
片
づ
け
作
業
の
省

力
化
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
は
多
湿
な
中
で
気
温
が
上
昇
し
、

通
常

１
回
の
と
こ
ろ
２
回
の
休
憩
を
は

さ
み
ま
し
た
。
参
加
者
の
作
業
服
は
汗
で

ぐ

っ
し
ょ
り
。
参
加
者
個
々
人
の
体
調
を

考
慮
し
た
共
同
作
業
の
結
果
、
東
林
間
ふ

れ
あ
い
広
場
周
囲
の
植
垣
は
き
れ
い
に
整

え
ら
れ
ま
し
た
。

企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
蒸
し
暑
い
中
、
除
草
作
業
に
取

り
組
ま
れ
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
年
度

３
回
目
の
除
草
作
業
が
秋
晴

れ
の
１０
月
２２
日

（日
）
、
東
林
間
１
丁
目

緑
地
で
実
施
。
こ
の
緑
地
の
除
草
は

５

月
２１
日

（日
）
に
次

い
で

２
回
目
に
な

り
ま
す
。

参
加
者
は
本
部
役
員
１５
人
。
こ
の
緑
地

の
東
北
部
に
つ
る
性
植
物

・
花
ア
ジ
サ
イ

な
ど
の
草
が
繁
茂
し
て
い
ま
し
た
。

刈
り
払
い
機
で

一
帯
を
除
草
。
周
囲
の

庭
木
も
電
動
バ
リ
カ
ン
で
刈
り
上
げ
、
集

草
作
業
も
手
際
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
作

業
は
２
時
間
程
で
終
了
。
（写
真
）

一
連

の
作
業
の
結
果
、
こ
の
緑
地
は
ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
た
。

こ
れ
で
今
年
度
の
除
草
作
業
が
終
わ
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一連の作業 お疲れさまでした

最高気温 20℃程度 除草作業日和でした
畿瀑
現臓

自
治
会
本
部
役
員
１２
人
が
秋
晴
れ
の
１１

月
５
日

（日
）
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
草

花
の
植
え
替
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
草
花
は
金
魚
草
、
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、

ビ
オ
ラ
、
ハ
ボ
タ
ン
、
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク
、

チ

ュ
ー
リ
ッ
プ

（球
根
）
な
ど
で
し
た
。

同
時
に
花
壇
周
囲
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の

電
動
バ
リ
カ
ン
な
ど
に
よ
る
刈
込
み
も
。

こ
れ
ら
に
よ
リ
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
き
れ

い
に
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
林
間
第

４
公
園
で
も
同
じ

秋
冬
用
草
花
が
植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
今
回
新
た
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

近
く
の
三
角
公
園
で
数
多
く
の
庭
木
の
刈

込
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
は
景
観
の
美
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
草
花
の
盗
難
は
厳
禁
で
す
。

冬春用草花に植え替えられました

蟷
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東
林
地
区
福
祉
バ
ザ
ー
が

４
年
ぶ
り

に
Ｈ
月
４
日

（土
）
、
東
林
公
民
館
で
開

催
。
過
去
に
お
い
て
福
祉
バ
ザ
ー
は
東
林

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
日
に
同
時
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

福
祉
バ
ザ
ー
の
販
売
品
は
①
シ
ミ
や
汚

れ
の
な
い
衣
類
②
調
理
器
具
な
ど
の
日
用

品
③
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
雑
貨
で
し
た
。
バ

ザ
ー
は
整
理
券
が
必
要
な
ほ
ど
の
人
気
で

長
蛇
の
列
。
整
理
券
は
３
ク
ル
ー

（９０
人
）

分
ま
で
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

整
理
券
保
有
者
は
１０
時
か
ら
Ｈ
時
ま
で

１
ク
ル
１
２０
分

。
３０
人
収
容
と
い
う
ル
ー

ル
で
購
入
。
た
だ
し
、
購
入
品
目
数
の
制

約
は
な
く
、
衣
類
コ
ー
ナ
ー
で
の
時
間
制

限
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
買
い
た
い
も
の
を
予
め
決
め

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
多
く
は
品
定
め

し
、
生
活
に
役
立
ち
そ
う
な
も
の
を
購
入

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
（上
段
写
真
）

さ
ら
に
今
年
か
ら
子
供
用
品
お
ゆ
ず
り

会
を
導
入
。
衣
類
、
絵
本
、
お
も
ち
や
、

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
新
品
同
様
の
も
の
が
陳

列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
目
を

輝
か
せ
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
（写
真
）

子
ど
も
は
成
長
に
つ
れ
身
体
に
合
わ
な
く

な

っ
た
り
、
興
味
が
な
く
な

っ
た
り
し
ま

す
。
不
用
品
を
地
域
で
譲
り
合
う
取
り
組

み
は
経
済
、
環
境
な
ど
多
面
的
に
み
て
有

意
義
で
す
ね
。

両
者
の
収
益
金
は
社
会
福
祉
事
業
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

同
時
に
東
林
地
区
福
祉
ま
つ
り
も
同
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
健
康

づ
く
り
な
ど
５
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
健
康
づ
く
リ
コ
ー
ナ
ー
で
は
握
力
、

片
足
立
ち
な
ど

５
つ
の
体
力
測
定
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
を
グ
ラ
フ
表
示
。
参
加

者
は
日
頃
の
健
康
管
理
へ
の
努
力
が
問
わ

れ
ま
し
た
。

■
■
■
■

品定めする参加者

0三角公園

② 林間公園

③ 林間第二公園

④ 東林間ふれあい広場

0東 林間さくら公園

0林 間第四公園

0林 間第三公園

0松 蔭公園

火
事
、
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
役
立
つ
防
災
倉
庫
の
配
置
図
で
す
。

防
災
倉
庫
の
中
に
ス
コ
ツ
プ
、
万
力
、
大
バ
ー
ル
、
担
架
、
リ
ヤ
カ
ー
、
消
火
器
、
ス

タ
ン
ド
バ
イ
プ
、
ホ
ー
ス
、
発
電
機
、
毛
布
な
ど
が
格
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
林
地
Ｅ

苺

目を輝かせる子ども達

N

‥

一

東詢 専校
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1ヽ′ ′

令
和

５
年
東
林
ス
ポ
レ
ク
大
会

（ス

ポ
ー
ツ

・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
）
が
３

連
休
の
中
日

・
曇
天
の
１０
月
８
日

（日
）
、

東
林
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
（写
真
）

こ
の
ス
ポ
レ
ク
大
会
は
昨
年
に
続
き

２
回
日
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
東
林
体
育

祭
と
称
し
、
東
林
地
区
内
に
お
け
る
自
治

会
間
の
自
熱
し
た
対
抗
戦
に
特
徴
が
あ
り

ま
し
た
。　
一
方
、
ス
ポ
レ
ク
大
会
は

３

人

一
組
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
チ
ー
ム
間
で

得
点
を
競
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
チ
ー
ム
は
気
の
合

っ
た
人
々
が
自
由

に
結
成
で
き
ま
す
。
ス
ポ
レ
ク
大
会
の
方

が
集
団
か
ら
の
優
勝
に
向
け
た
プ
レ
ツ

シ
ャ
ー
は
少
な
く
、
楽
し
め
ま
す
。

団
体
競
技
は
輪
投
げ
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、

タ
ー
ゲ

ッ
ト
ボ

ッ
チ
ャ

（目
標
に
向
け

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
）
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト

（数
字
版
を
目
掛
け
ボ
ー
ル
を
当
て

る
）
、
ス
プ
ー
ン

一
杯
の
幸
せ

（お
た
ま

に

４
個
の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
入
れ
、
走

る
）
の
５
種
目
。
個
人
競
技
は
パ
ン
釣

り
競
走
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
チ
ャ
レ
ン
ジ

（片

足
立
ち
）
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム

（未
就
学
児

の
親
子
参
加
）
の
３
種
日
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
種
目
の
中
で
観
戦
し
て
楽
し

か

っ
た
も
の
の
第

１
は
ス
プ
ー
ン

一
杯

の
幸
せ
で
し
た
。
ス
プ
ー
ン
に
４
個

の

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
入
れ
て
走
る
の
で
、
ボ
ー

ル
が
こ
ぼ
れ
や
す
い
。
競
技
者
は
止
ま
っ

て
、
そ
れ
を
お
た
ま
に
再
び
入
れ
て
走
り

ま
す
。
競
技
者
は
大
変
で
す
が
み
て
い
て

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

第

２
は
パ
ン
釣
り
競
走
で
し
た
。
こ

れ
は
以
前
の
パ
ン
食
い
競
走
か
ら
変
化
さ

せ
た
も
の
で
し
た
。
バ
ン
入
リ
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
吊
り
上
げ
、
ゴ
ー
ル
ロ
掛
け
て
走
る

競
技
。
競
技
者
は
パ
ン
入
り
袋
を
な
か
な

か
吊
り
上
げ
ら
れ
ず
苦
労
。
観
戦
者
は
楽

し
い
も
の
で
し
た
ｃ

一
方
、
競
技
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た

種
目
の
第

１
は
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
で
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
で
た
と
き
の
盛
り
上

が
り
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。
第

２
は

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
ボ
ー
ル
が
当
た
り

数
字
版
が
外
れ
る
た
び
に
歓
声
が
。
第

３
は
タ
ー
ゲ

ッ
ト
ボ

ッ
チ
ャ
で
し
た
。

ボ
ー
ル
が
目
標
地
点
に
近
づ
く
と
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

東
林
間
自
治
会
か
ら
①
酒
井

。
岩
本

・

鈴
木
②
林

。
浅
田

。
杉
山
③
柚

。
福
田

・

小
湊
④
斉
藤

。
宇
都
木

。
木
全
の
４
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
輪
投
げ
部
門
で
酒

井

・
岩
本

・
鈴
木
チ
ー
ム
が

１
位
に
な

り
ま
し
た
。
（写
真
）

個
人
で
は
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

６０
歳
以
上
部
門
で
木
全
、
日
暮
を
含
め

３
人
が
残
り
ま
し
た
ｃ

一轟一一一鷺
一一畿
一一一一一一一一一攀一一一一一・

年
末
の
気
忙
し
い
時
期
に
事
故

・
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
『相
模
原
市
　
令
和
４
年
版
統
計
書
』

か
ら
１２
月
に
着
目
し
て
デ
ー
タ
整
理
し
て

み
ま
し
た
。

上
父
通
事
故
発
生
件
数

（令
和

２
年
次
）

は
１２
月
が
最
も
多
い

（図
）
。

３
年
次
の

デ
ー
タ
も
や
や
不
規
則
な
変
化
を
見
せ
な

が
ら
も
１２
月
が
最
も
多
い
。
特
に
自
動
車
、

自
転
車
は
共
に

一
時
停
止
を
。
自
動
車
で

は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
ま

，し
よ
う
。

・
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
数
は
体
調
を

崩
し
や
す
い
夏
季
と
冬
季
に
多
い
。
脱
衣

所
と
風
呂
と
の
温
度
差
に
注
意
を
。

・
火
災
発
生
件
数
は
１２
月
に
多
い
年
次
と

少
な
い
年
次
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

１２
月

は
空
気
が
乾
燥
す
る
の
で
火
事
が
発
生
し

や
す
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
強
風
に
あ

お
ら
れ
れ
ば
大
規
模
火
災
に
繋
が
り
ま

す
。

「
マ
ッ
チ
ー
本
火
事
の
も
と
」

バン釣り競走 なかなか釣れません

相模原市の交通事故発生件数 (令和2年次)

開会式  天気は何とか持ちました

輪投げ部門で活躍した岩本さん
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出所 IF相模原市令和 4年版統計書」

害
●
注
意
を
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第
２１
回

こ
ん
に
ち
は

で
す

南
１３
区

区
長
　
齋
藤
　
喬

こ
の
区
は
東
林
間

６
丁
目

９
番
地
周

辺
に
位
置
し

４
班
４７
世
帯
で
構
成
。
同

期
に
転
入
さ
れ
た
世
帯
も
多
く
、
折
に
触

れ
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達

が
仲
良
く
遊
び
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流

も
と
て
も
円
滑
な
区
で
す
。
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
て
、
ご
み
置
き
場

は
き
れ
い
な
状
態
で
す
。

私
自
身
１４
年
ほ
ど
前
の
引

っ
越
し
を
機

に
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
た
。
近
隣
の
皆

様
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
安
心
し
て

日
々
の
生
活
と
子
育
て
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
初
め
て
区
長
に
な
り
、
防
災

訓
練
な
ど
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
活
動

の
多
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
デ
ー
な
ど
の
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
達
の
多
い
地
域
な
の
で
防

災
や
防
犯
の
意
識
を
高
め
、
地
域

一
丸
と

な

っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
エ
リ
ア
に
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

第
３
回

贋
営
民
〈
〓

区
長
会
が
晴
天
の
１０
月
１４
日

（土
）
、

自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
５０
人

（参
加
率
５８
％
）
。

主
な
連
絡
事
項
の
第
１
は
二
つ
の
防
災

訓
練
。
①
自
治
会
主
催
の
秋
季
防
災
訓
練

は
１０
月
２８
日

（土
）
、
自
治
会
館
で
行
わ

れ
ま
す
。
内
容
は
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
放
水

訓
練
と
車
椅
子
搬
送
訓
練
。
②
東
林
地
区

防
災
訓
練
は
Ｈ
月
１２
日

（日
）
、
地
区
内

５
避
難
所

（小
中
学
校
）
な
ど
で
行
わ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
自
治
会
に
よ
る

一
時

避
難
集
合
場
所
か
ら
避
難
所
ま
で
の
避
難

誘
導
訓
練
と
通
信
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

第

２
は
二
つ
の
体
育
関
係
行
事
。
①
歩

け
歩
け
ハ
イ
キ
ン
グ
が
Ｈ
月
１
日

（水
）
、

新
磯
ざ
る
菊
な
ど

へ
。
②
第
３０
回
少
年
対

熟
年
野
球
大
会
が
Ｈ
月
１８
日

（土
）
、
深

堀
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
自
治
会
本
部
役
員
募
集
に
関
す

る
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

防災訓練の説明を
受ける区長さん

◆

年
末
パ
ト
ロ
ー
ル

区
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
は
、

１２
月

２７
日

（水
）
午
後

７
時
ま
で
に
東
林

間
自
治
会
館
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
東
西
南
北
に
分
か
れ
て
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

◆

年
末

。
年
始
の
事
務
所
の
休
業

１２
月
２８
日

（木
）
午
後
か
ら

１
月
５
日

（金
）

◆

年
末

・
年
始
の

一
般
ゴ
ミ
収
集
日

月

・
木
曜
日
の
収
集
区
域

一
般
ゴ
ミ

年
末
１２
月
２８
日

（木
）
ま
で

年
始

１
月
４
日

（木
）
か
ら

水

・
土
曜
日
の
収
集
区
域

一
般
ご
み

年
末
１２
月
３０
日

（土
）
ま
で

年
始
１
月
６
日

（土
）
か
ら

・
プ
ラ

・
資
源
ご
み
は
回
覧
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
”
　
・
・
●
ｒ
ヽ

＋
崎

Ｌ

約

３
か
月
間
の
暑
い
日
か
ら
１０
月
に

入
り
さ
わ
や
か
な
秋
空

へ
。
私
た
ち
は
四

季
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
で

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

秋
に
集
中
し
が
ち
な
地
域
行
事
。
復
活

し
ま
し
た
が
チ
グ

ハ
グ
感
は
否
め
ま
せ

ん
。

３
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
い
か
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

へ
。
穏
や

か
に
過
ご
し
た
い
人
が
増
え
る
の
か
な
。

師
走
も
半
ば
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

広
報
部
長
　
日
暮
　
賢
司

本紙に顔の判別できる写真が掲載されることもあります。ご了解ください。

釉
鰊
轟真
炊
骰

鰈
鰈

１
月
２０
０
（土
）
１０
時

塚
は

東
林
間
白
治
会
館

警
区
長
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

年
始
の
お
知


